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NISHIJIN'S MANNER OF UPDATING
REORGANIZATION OF BLOCK FROM ZUSHI 'S BUSINESS AND MEMORIES
木下将吾
Ｓｈｏｇｏ　ＫＩＮＯＳＨＩＴＡ
  The network will be rebuilt by newly passing through the building for the block where the 
production process of Nishijin-ori is not established in the block. By placing craftsmen's residences 
and factories, hotels, and private roads (hubs) as programs, craftsmen / craftsmen and local 





















































　西陣織の出荷額は平成 20 年で 800 億円を数える。し
かし、そこに約 460 の業者が存在するところに西陣産
地が中小企業の集団であるということがわかる。設備





であり , 糸の段階で染めて , その糸を使って模様を織り
だす織物であるが , 色とりどりに染め上げられた色糸が
機にかけられ , 見事な織物となるまでには複雑な 20 工
程余を経なければならない。　
　まず , デザイン , 色 , さらに組織 ( 各種の織り方 ) を
きめて紋紙をつくる (1)「企画・製紋工程」に始まり ,
織りだす織物に必要な太工と色の経(たて)糸,緯(よこ)
糸を準備する (2)「原料準備工程」, そして , その織物の
製織にあった機 (はた )をはじめ ,ジャカード注2,綜絖 ,
筬 ( おさ ), 杼 ( ひ ) などを用意する。(3)「機準備工程」
を経て ,(4)「製織工程」となる。最後に (5)「仕上工程」
に回されて ,5 段階 ,20 工程余の生産工程を経て , 初め
て完成される。























































































































(  2  ) ハブとなる建築





士 / 職人と地域住人 / 職人と観光客が出会い、地域産
業を中心としたコミュニティを誘発していく。
本計画では目指すものが大きく 2 つある。それは①西陣
織の衰退により分断されたネットワークを道を引くことでの
結び直すこと②西陣織のハブとなる場所を設けることでの
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　地場産業である西陣織の工程を観察することで見えて
きたネットワークや地域との関係性から、都市がリゾーム
であるということが読み解くことができた。
　また、ネットワークを再構し地域に密接した西陣織の関
係性を生むこの計画は、新陳代謝もできない社会的に取
り残されかかっている空き家や路地に新たな風景を創り
出す。
　この計画が埋没した地域資源を発掘させ再考するきっ
かけとなることを期待する。
・「都市の役割」/材野博司
・「千のプラトー」/ジル・ドゥルーズ、フェリックス・ガタリ
・「京都市都心部の細路地沿いの街並みの維持・継承に関す
る研究」/森重幸子
・「路地を発信・再生・継承する～選べる路地の街まちづくり」/
都市居住研究会
・「西陣織物業の活性化問題に関する一研究」/渡邉喜久
　この度修士設計を行うにあたり、ご指導ご鞭撻いた
だいた赤松佳珠子教授に深く御礼申し上げます。また
、副査の北山恒教授、下吹越武人教授、デザインスタ
ジオ11でお世話になりました大野秀敏先生はじめ、
ご指導いただきましたすべての先生方に感謝申し上
げます。また、ご相談に乗ってくださった先輩方、お
手伝いをしてくれた後輩の皆、共に修士設計を頑張っ
た同期達にも感謝を申し上げたいと思います。
